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で
標
準
人
ロ
の
総
数(

男
女
と
も)

.を

.
«

と
’す
れ
ば
、
.あ
た
え
ら
れ
ヒ
人
ロ 

が
標
準
人
ロ
の
萍
齢
分
贫
を
も
っ
と
き
に
現
ゎ
れ
る
普
通
出
生
率
ノ
す
な
^
ち
標
準
化
出
生
率
は
っ
ぎ
の
ょ
ぅ
^
し
め
さ
れ
る
。
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接
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.
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出
生
率
の
檩
準
化
を
お
こ
な
う
と
き
、
統
計
資
料
の
制
約
の
た
め
ち
実
際
人
ロ
に
つ
ぃ
て
’
年
齢
分
布
は
わ
か
つ

て

、ヾ

る

が

、

出

生

力

(

年 

齢
別
特
殊
出
生
率)

が
え
ら
れ
な
い
、.
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
。き
は
、
直
接
法
で
標
準
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
そ

X
に
代

わ
る
間
接
法
を
用
い
る
0
. 

. 

‘

V

に
.へ
，
：

；

.

.■ 

. 

- 

.
.
.
.
.

 - 

. 

.
<'

,標
準
人
ロ
に
つ
；ぃ
.て
の
記
号
#
、
.妊
孕
期
間
に
あ
る
.婦
人
の
年
齢
別
特
殊
出
生
率
を
/,
、
同
期
間
に
あ
る
婦
A
人
口
を
，
•!?
?
.■
年
齢
別
入
口 

F
女
と
も)

を

.
Pと
す
る
。
ま
ず
、
標
準
人
ロ
の
普
31
-出
生

率(

標
準
出
生
率
(»
^
1
1
4
良

？
9
这
£

.は
っ
ぎ
の
ょ
ぅ
に
し
め
さ
^
る
。

.

剜
姻
^
阼
*
=
'
.

M
/
J
V

MP*

.
つ
ぎ
に
実
際
人
口
が
、
標
準
人
口
の
出
生
力
を
も
つ
と
仮
定
し
だ
と
き
の
普
通
出
生
率
を
指
標
3
3生
率(index birth-

这t
e
)

と
す
る
タ
.

.

'

ン

パ

.

：

^

[
 

■
 
■

ぃ：.そ
こ
で
、：
実
際
人
ロ
の
普
通
出
生
率
.(crude .birth-rate).

を
標
舉
化
す
ゐ
の
に
、
こ
こ
に
算
出
し
た
標
準
出
生
率
と
^
^
㈩
^

^

の

比

率

を

標

.
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.
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•
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-P
化
係
数(sundardiz

君

.
^
&
0
^
と
し
、
；
こ
れ
に
ょ
'っ
.て
.補
正
す
る
。
-す 

，：：：、
：
：

:

:

-

a 

X 

s

i

^

l
 

, 

V 

.
-
-

- 

• 

• 

• 
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.

.

.

.

. 

.

.
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*

つ

ぎ

に

死

亡

率

の

標

準

化

：
に

：
つ

い

て

述

.べ
：ょ

ぅ

。
：
：
と

れ

: 4

出
生
率
之
考
：え
方
は
同
じ
で
あ
っ
て

、

直
®

法
と
間̂

法
の
別
が
あ
る
が
、.
死
亡
は

•'

.
 

• 
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.
' 
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.

.
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.
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.

•

 

. 

. 

- 

• 

■

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

- 

’

出
生
の
，と
#
の
ょ
ぅ
に
婦
人
に
か
ぎ
る
必
要
は
な
1>
か

<

単̂
で
あ
る
。'
:
:
ィ
^

^

直

接

法

.
:■
.

:

.

'

.

■ 

.
い
ま
実
際
人
口
の
死
亡
秩
序(

年
齢
別
特
殊
死
亡
率)

を
ル
と
す
る
。：
ま
え
の
記
号
の
約
束
を
そ
の
ま
ま
使
え
ば
、
実
際
人
口
が
標
準
人
口
の
年

齢
分
布
を
も
？
た
と
き
め
死
亡
総
数
は
^

|

で̂
あ
る
卩
と
.れ
を
標
準
人
'ロ
：の
；総

数

2

,
で
割
れ
ば
、上
死
亡
率
が
標
準
化
さ
れ
る
。

：

.

.

.

.

.
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:■.
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■ 

•
,
.
.
.
-

 
■

'
■
' 

馨

l

n

-M
=

-

^

°>
.

.

.

-

.
'
M
P
X 

.

:

•.
:

 

' 

. 

:

.
•

•

.

-

■:
;
.

■.
*
 

-

.

•■
■.

:
間
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法
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出
生
率
標
準
化
の
と
き
と
同
様
.に
、
、統
計
資
料
，の
制
約
が
あ
る
た
め
、.
実
際
人
.ロ
の
年
齢
分
布
は
え
.ら
れ
る
が
、
死
亡
秩
序(

年
齢
別
特
殊
死
亡.

'

 

.

 

.

.

.

.

.

.

.
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率)

が
不
明
の
と
き
に
使
わ
れ
る
。
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.
 

■
:'
■

-
:

,
ン
-
.
.
.
:.
.
 
.
 
:
 

-.,
■'
.
'
,
■

'

 

■
 

'

:
い
ま
標
準
人
口
の
年
齢
別
特
殊
死
：亡

率

を

と

す

れ

ば

、
標
準
人
口
の
，普
通
死
亡
率(

標
準
死
亡
率
.

standard death-rate)

は
つ
ぎ
の
ょ
ぅ 

:

.

人
ロ
.の

発

展

潜

在

カ

..
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五
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^'
'fe
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に
し
め
さ
れ
る
。

魏
搞

r̂ l
-

- M
M

M

へ
满
著
に
ー
実
傺
认
ロ
議
へ
標
禪
人
ロ
の
死
亡
秩
序
を
も
冷
と
皱
定
し
た
と
き
总 

(
I
x
(
d
e
a
t
h
^
a
t
e
)

と
：す
る
。

,

亀

.

.
-

疏
繊
浼
11
猶
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-

^

^
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:
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'
そ

こ

で

、

実

際

人

；
ロ

め

.普
通
死
亡
率
を
標
準
化
す
る
の
に
、
こ
こ
.に
算
出
し
た
標
準
^

^
上
指
標
死
亡
率
め
比
率
含
標
準
化
係
数
と
し
、
こ
：

H

靠

ゥ

S

導

る

。■

■

禱

t 

f
_
w
f
b
^
t
r

-M
=

_

>̂-
p

o

^

®

K

:

#

x

s

3

b

s

^
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'
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^

こ
れ
ら
の
標
準
^

^
の
^
本
は
，
統
計
学
，に
お
け
_る
加
重
年
均
.の
考
え
方
に
：び
ど
し
い
。
Vわ
か
り
や
す
い
_
と
し
.て
死
亡
率
の
.標
準
化
を
と
り 

あ
げ
て
み
ょ
ぅ
。
；死
亡
率
の
標
準
化
と
.辟
、
.年
齢
別
死
亡
率
の
»
均
を
':
%

^
め
：る
の
^
、
：ゥ
ェ
ィ—

と
な
る
年
齢
分
布
に
.、''
実
際
人
0
が
選
ば
れ 

れ
ば
、
：そ
の
と
き
現
実
の
#
通
死
で
率
が
^
贺

：さ

れ

右

。

，ま
：
た

％

し

、

;
任

意

；の

穰

乘

人

ロ

が

選

ば

れ

れ

ば

..
'
*
そ

の

と

き

標

準

化

死

亡

率

が

も

と

め
 

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
出
生
率
.の
1

德
準
化
に
つ
い
て
も
、

C

め
..考
え
方
.は
，全
く
同
じ
で
あ
る
。
出
生
率

.

死
亡
率
の
標
準
化
の
直
接
法
と
は
こ
の 

加
重
平
均
の
考
克
方
が
ぞ
の
：ま
ま
使
わ
れ
て
い
るV

:

.間
接
法
と
は
標
準
化
係
数
を
媒
介
.と
'し
て
、
実
際
人
'ロ
の
普
通
出
生
率
.
.

(

ま
た
は
普
通
死
亡
率)

.を
標
準
化
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
直
接
法
に

.代
わ
る
便
法
で
あ
っ
て
、
ひ
と
.た
び
標
準
化
係
数
が
算
定
さ
れ
る
と
、
'実
際
人
口
.の
年
齢
分
布
に
激
変
が
な
け
れ
ば
、
近
似
的
正
確
さ
.を
も
っ
.て 

数
年
間
の
使
用
に
耐
ぇ
ら
れ
る
。

'
.
:,
:

:

.
'

•
こ
の
入
ロ
標
準
化
め
方
法
に
は
標
準
人
o
の
選
択
が
自
由
で
あ
る
か
ら
、
特
定
の
人
p.
と
比
較
対
照
す
る
標
準
•化
の
外
に
は
客
観
性
が
な
い
。

こ
の
こ
と
が
、
こ
の
方
法
C

す
る
理
論
的
欠
陥
で
あ
る
。

V
:
.

' 

.

.

.

.

.

.
 

' 

' 

.

(

5) 

'A. Newsholme, The Elements of Vital-statistics,, n
e
w

 ed., .1923.
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'•
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:
.静

1[
:
人

ロ

：.
の

標

準

化

へ

'以
上
の
標
準
化
法
で
は
標
準
人
ロ
を
任
意
.!-
選
ん
だ
が
、
：こ
れ
を
静
止
人
ロ
に
も
と
め
れ
ば
、
.そ
の
と
き
、
人
ロ
の
標
準
化
に
客
観
性
を
あ
た

.

.

.

.

え
る
：こ
：と
'が
で
き
る
。
こ
こ
で
、.
.
.
.
静
止
人
口
と
•は
実
際
人
口
の
死
亡
秩
序
，

(

年
齢
別
特
殊
死
亡
率)

' 
が
あ
た
.え
ら
れ
た
と
き
、..そ
の
死
亡
秩
序
に
し

- 

•
- 

,
 

-

た
が
い
、
.
o歳
人
口
が
年
齢
の
推
移
と
と
も
に
減
少
し
：て
：
や
が
て
死
滅
す
る
ま
で
の
，
過
を
た
ど
る
年
齢
分
布
を
も
ら
た
人
口
を
い
ぅ
。
.静
止
：
 

-人
ロ
の
組
立
て
に
使
わ
れ
る
死
亡
秩
序g

は
年
の
.中
央
時
の
死
亡
率
と
し
て
年
齢
別
に
：計
算
さ
れ
る
が
、
'死
亡
が
年
初(

一
月
一
日)

に
一
時
に

ノ：
 

■.
.•■
.

■

..
■
.
.
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■
 

-. 

•

.

.

■

•

 

.

.

. 

.
 

-

発
生
す
る
も
の
と
'仮
定
し
、
そ
の
と
き
の
死
亡
秩
序
‘
を
も
と
に
レ
て
、
o
歳
人
口
：a

:〇
方
人
と
仮
定)

が
年
齢
と
.と
も
に
減
少
し
て
い
く
経
過 

'

I
と
め
れ
ば
、
ー
そ
の
統
計
表
寬
な
ら
ぬ
義
表
で
I

 

.，いV

は
生
命
表
の
年
齢
分
布
に
よ
つ
て
合
理
的
：に
標
準
北
す
る
と
と
.が
で
き
る
。
：
'
. 

j

VV
ま
実
際
人
口
の
宛
亡
秩
序
を
ち
，そ
れ
に
上
ゃ
て
計
算
さ
れ
た
静
止
人
ロ
の
年
齢
別
人
ロ
.を
^
と
す
れ
ば
ノ
静
止
入
ロ
に
よ
る
死
亡
率
の
標

.
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雜
化
は
つ

-^
-の
式
で
1.
^
さ
れ
る

-:
0
こ
^
を
純
粋
死
亡
率
.(

ぞ

&

<3
.
6

 ̂

と
よ
ぶ
。

■
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. 

.

.

.■.

.
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• 
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.

. 

.

.
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:■
:
'ン 

，
：

■

l

_
r̂t
猶

.
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•

ご

こ

，で
^
2

^ '
*1̂=
!3
 

f
 

(

年
齢
別
死
亡
数
をI

と
す
れ
ば
、f

i

t
 

q

u

r

で
あ
る
か
ら)

で
あ
る
。：
分
母
に
つ
い
て
は
、
原
理
と
し
て 

静
也
人
ロ
の^ ,

は
.

生
命
表
の
：

_

に
.

お
き
が
え
：る
と
；と.

が
ー
可
能
で
あ
る
か
ら
、：

:

右
の
式
は
静
也
人0

と
坐
命

_

の
性
質
：

(

出
生
数

=

死
亡
総
数)

を
.

利

. 

人
门
の
発
展
辦
布
カ-
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用
し
て
、'-

.

.

つ
ぎ
の
よ
ぅ
に.

変
形
す

.

.

る
こ

.

と
.

が
で
き

.

る
。
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こ
の
手
法
を
出
生
率
に
も
応
用
す
れ
ば
純
粋
出
生
率

(
b

e
r

e
i

n
i

g
t

e

 

G
e

b
u

r
t

l
K

e
r
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が
え
ら
れ
る
0

い
ま
フ
出
産
に
直
接
関
系
す
る
の
ま
婦
人

一
.
，
.

〔

.
、

.
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:
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一

.
' 

■
 

:
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•

:

で
あ
る
か
ら
、

.

：
生
命
表
の
婦
人
の.

生
存
数
を
：

>

と
1 >

、.

妊
孕
年
齢
婦
人
の
：出
生
カ
を
ム
と
す
れ

.

ば
、
静
止
人
ロ
に
よ
る
出
生
率
の
標
準
化
で
あ
る

純
粋
出
生
率
は
つ
ぎ.

の
..

よ
ぅ
に
し
め
す
こ
ど.

が
で
：き
る。
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人
ロ
の
苒
生
產
と
：は'

つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
考
え
ら
れ
る
。
減
実
の
人
ロ
は
絶
克
ず
新
陳
代
謝

:1
>

て
い
る
が
、
丫
い
ま：

.
-
$

片
ノ
現
在
の
人
ロ
が
ろ
ぎ
の
世
代
に
充
分
お
含
が
克
ぢ
れ
る
が
’
ど
い
ぅ
世
代
め
交
替
を
そ
れ
は
意
味
し
て

：

い
る
タ
換
言
す
れ
ば
、

'

1

在
の
出
生

-
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カ
と
死
亡
秩
序
が
そ.

の
ま
ま

&

続
す
る
と
き
、
- 0

ぎ
め
世
代

.

に
人
ロ
が
増
加
ず
る
か
減
少
す
る
か
：を
比
較
す
る
こ

.

：と
で
あ
る
。
も
し
つ
ぎ
の
.肚
代 

に
人

.

ロ
が
增
加
す
れ
ば
拡
大
再
生
產
で
：あ
る
：し

|

減
少
す
れ
ば
縮
小
再
生
產
で
あ
：る
。
：
：

':
;:

こ
こ
に
，"

現
在
の
出
生
カ>

死
亡
漱
序
が
そ
の
ま
：ま
持
続
す
る
と
き

"

と
.

い
ぅ
仮
定
の
惫
來
は
；

"

あ
る
同
時
出
生
集
団(

c
o

h
o

r
t)

が
た
ど
る
人

生
行
路
が
、
現
在
の0 ;

.

歳
か
：ら 

ー0

〇
歲
ま
で
の.

3
3

生
カ
と
死
亡
秩
序
：の

.

，ま
ま
に
レ
た
，が
ぅ
：と

#{

疋
す
れ

1
,

と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
しS

っ

.

.

.

. 

•
 
•

 
■

.
 

.

.

.

. 

. 

•

て
、
人
口
が
つ
ぎ
の
世
代
に
増
減
す

^

実
際
の

.

姿
を
測
る

.

の
で
ば
な
く
、；
人
口
が
つ
ぎ
の
世
代
に
増
加

"

し

ぅ

る(

あ
る
い
は
減
少
す
る
か
も
し
れ
な

.
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•

い)

潜

在

力

：

p
o
t
e
n
t̂
.

を

細

る

の

で

あ

：る

o
v 

V
 

.

/'
フ
：
.
.

さ
て
、
こ
こ
で
人
.ロ
再
生
產
の
実
際
に
つ
い
て
の
検
討
か
.ら
は
，じ
め
.ょ
う
。
人

0
.再
生
産
.の
実
際
は
.つ
ぎ
の
，三
.段
^̂ 

.

-
 

•
 

•
 
•
 

•
 

■
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.

.

.

.

.
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.

.

.
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.

.

.
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•
 

-

殊
出

生

率(total fertility: rate, T.F.R)
、

粗
再
生
産
率
.(gross reproduction rate, G.R.R

,)、

純
再
生
産
率
ぎ 

rate, N.R.R.)

.

の
三
；つ
.が
そ
れ
ら
：で
1

^
ま
ず
、:;
合
計
特
殊
出
生
率
と
：は
年
齢
別
特
殊
出
生
率(

出
生
ヵ)

の
合
計
2 /
で
あ
る
。
ン
こ
：れ
は 

ー
0
〇
〇
人
の
婦
人 

と

.:
彼
女
ら
が
生
涯
に
，自
際
に
は
妊
孕
期
間
に)

.
生
：む
子
供
の
敦
と
の
比
率
を
し
^
オ
。
：つ
^
に

彳

再

生

産

の

問

題

，
は

：
ー

〇

〇

〇

人

の

婦

人 

涯
に
生
む
女
児
数
を
知
る
こ
と
.に
：ょ
っ
て
満
た
さ
れ
ダ
か
ち
ハ
合
計
特
殊
出
生
率
：を
出
生
性
比
-'
:
:
'

(

日
本
で
.は
通
常
女
-
〇
〇
対
男
ー
〇
五
>
に
ょ
づ
て 

.

按
分
し
、

ー

.0
〇
〇
人
の
婦
人
と
. '

彼
女
ら
が
生
涯
に
生
む
女
児
数
と
の
比
率
を
：と
.れ
ば
、
こ
れ
が
粗
再
生
産
率
2]
/
で
^
る
。'
.
1
さ
ら
に
、
母
が
生 

ん
だ
年
齢
に
達
す
名
ま
で
子
供
が
生
き
残
っ
^

は
じ
：め
^
新
し
い
世
代
に
氍
ぎ
換
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.ー
0
〇
〇
-
<の
婦
人
が
妊
孕
期
間
の
.

.各
年
齢
で
女
児
を
生
む
年
齢
別
特
殊
出
生
率
f/
に
、
■当
詼
各
年
齢
ま
で
の
生
残
率.

乙
¥

:

を
乘
じ
て
合
計
す
れ
ば(

M

^

%-h
y

こ
れ
こ
そ
が

■ 

:

.

.
.

N
n

f
、
/
-
、

 

 ̂

: 

'

ク
チ
ン
ス
キ
ィ(kuczynski, K.R.)

.の
純
搏
生
産
率
.；R
=

.
b

-
^

hで
あ
る
。

-•
 

.
 

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

-

s '

:
こ
の
式
で
、
：2

/

^

.は
生
命
表
.の
年
齢
分
布
を
仮
定
し
た
出
生
数
で
あ
り
.、
.ん
.は
同
じ
仮
定
の
も
と
で
の
死
亡
総
数
で
あ
る
。

し
た
.が

っ

て

.
 

'一
世
代
に
つ
い
て
死
亡
を
補
う
だ
け
の
出
生
カ
が
あ
れ
ば
出
生
数
は
死
亡
数
に
等
し
い

日

.が
ら
純
再
生
産
率
の
値
は
W
U
1で
，あ

/ 

-

.パ

.

.

. 

•
. 

\
 

(

9

)

.

.

.-

.

'-
る
。
同

様

に

«

&

/

。̂
に
し
.た
が
っ
て

«
>
1の
と
き
拡
大
再
生
產
を
し
め
し
、
扣
<
1
.の
：と
き
縮
小
再
生
.產
を

-

:
.

:
.■
•

:■
'

■•
:
:
'.-
. 

_
:
'
.,
-:
-、

 

. 

.

.
.'
■.
.
 

.',
-

.

'.'
■

一
:

'

:
,
.
へ
■
パ

(

6)

.
こ
こ
で
訳
語
の
こ
と
に
触
れ
た
い
。
三
つ
.の
人
ロ
再
生
產
率
の
う
ち
、
は
じ
め
の
ニ
つ
に
つ
い
て
本
節
で
用
い
た
術
語
は
通
常
の
も
の
ヤ
は
な
い
。
と
く 

に
0

尺̂
は
、
.
こ
こ
で
«1
-
再
屯
産
率
と
訳
し
た
が
、
通
常
は

4
再
生
産
率
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

-*
九
三
0
年
代
に
人
ロ
.再
生
産
率
の
概
念
が
導
入
さ
れ 

た
と
き
に
使
わ
れ
た
.訳
語
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
き
た
か
ら
と
お
も
う
が
、
こ
ん
に
ち
の
ょ
う
花
、学
問
の
進
展
が
、
'術
語
の
数
を
ふ
や
し
'、
そ
れ
ぞ
れ
の
概 

*

念
も
明
確
に
決
め
ら
れ
て
く
る
と
、
過
去
の
訳
語
で
は
新
し
い
明
確
な
定
義
に
適
さ
な
い
ば
あ
い
.が
生
じ
ょ
う
。
 

'

.い
ま
こ
こ
に
と
り
あ
げ
たg

r
l
.

とn
e
t

と
い
う
言
葉
は
、
た
と
え
ば
、
こ
ん
に
ち
、
経
済
学
用
語
でgross investment

は
粗
投
資
、net invests 

は
純
投
资
と
あ
さ
れ
て
い
る
。
投
資
概
念
に
資
本
消
費capital consumption 

:を
加
え
る
か
否
か
に
ょ
0
て
、
ニ
つ
の
投
資
が
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
る
。

:

餌
漭
赕
=
禽

漭

滩

十

澉

钟

讅

姆

，で

あ

る

。
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口
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潜
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1
〇

(

六
九
〇)

経
.济
学
の
こ
の
概
念
と
ひ
と
し
く
、
人
口
学
に
お
い
て
も
、
N

R

Rは
こ
れ
ま
で
ど
お
り
純
洱
也
産
率
が
適
切
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

G

R

Rは
粗
^
上
產 

ノ
率
が
よ
い
ャ
.̂
^
な
ら
、
-.
:
-
'
生
.ま
:^
^
女
児
が
パ
彼
女
を
生
^
で
く
れ
た
母

0
年
随
ま

^
生

き

残

る

割

合

，
六

 

っ
て
-

G
R
R

 

と
；？
只
只
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
0
す
な
わ
ち
、

.

■■
•
>
.
'■
■
■:■■
. 

■■:
.
-.:
:■)

 

: 

:

.

'

.■
-
V
 

.

.

. 

■:
.

ゾ
.

■

-

■■
:

.
 

.

.

.

. 

:■
■

パ
'
.
'
:
'
.
- 

.■•;

.
•
: 

/ 

.

.

-

>

■'
-
- 

.

.

.

. 

.

.

. 

1
'
.
.
' 

' 

.

.-
■
■. 

’
■

;. 

.

:. 
. 

. 

.

;

.

.

.

■
.

:
.
 

.

.

.

.

.

:
.
.
.
N
.
R
.
R
.
-
=
M

〔

W
X
.
^
-
—
- 

一.

.

.

，

.

，

■

:

■ 

S

S

で
し
め
さ
れ
て
い
'̂

。
投
資
の
ば
あ
い
も
、

W
生
産
率
の
ば
あ
い
：も

:-
あ
る
不
純
物
が
.ふ
く
ま
れ
て
い
る
概
念
に
は
と
い
ぅ
文
字
が
あ
て
ら
れ
、

下 

V
裏

を

取

:-
0
餘

'1
-
'て
純
粋
に
な
っ
-た
と
き
異
と
い
ぅ
文
字
が

^
ホ
ら
れ

^
い
^
プ

こ

の

と

章

言

05
は

"粗
"
と
い
巧
訳
語
が
適
切
で
あ
っ
て
、

と 

.
‘い
ぅ
文
字
はgros

-w
の
訳
語
と
し
て
は
適
切
で
な
い
と
;^
も
う
。

；
： 

'

‘ 

■
さ
ら
に
合
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い
て
の
べ
よ
ぅ
。
妊
孕
年
齢
婦
ん
ひ
^
.齢
別
特
殊
出
生
率
を
合
計
し
た
%
;の
を
け
0
^
1
.

^
r
t
m
t
y

 r
a
t
e

と
.い
い
、
こ
れ
を
合 

.

.許
特
殊
出
生
率
と
訳
し
て
い
る
^
こ
れ
は
適
切
で
-^
る
メ
し
か
し
，；
他
に

^
れ
は
："粗
再
生
產
率

"
：と
；̂
訳
さ
れ
て

1>
.る
。
‘こ
こ
に
"粗

//
:
'
-
と
い
ぅ
文
字
が
当 

て
ち
^
た
の
は
'
.
,女
児
混

.み
^
出
生
率
が
計

:#
:
さ
れ
て
い
.る
か
ら
で
あ
る
。
人
ロ
の
再
生
産
と
は
.出
産
に
直
接
関
係
か
.あ
_る
婦
人
が
何
人
の
女
児
に
よ
っ
て 

つ
ぎ
の
世
代
に
®
ら
を
置
き
換
え
る
か
を
問
題
に
す
る
か
ら

,.
-'
男

児

は

"不
純
物
"
扱
い
さ
れ
た
の
だ
ろ
ぅ
が
、

■:
>-

」

の
際
の
男
児
は
不
純
物
で
あ
る
よ
り
も
、

/興
質
物

"：と
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
ぅ
。ぃtotal fertility, rate.

と
い
，̂
術
語
.に
は
再
生
免
と
い
ト
意
味
の
語
は
ど
こ
に
も
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
.の
で
あ
る
。
 

(

7) 

'三
つ
の
人
ロ
洱
生
産
率
の
ぅ
ち
ぺ
合
計
囀
殊
出
生
率
土
粗
苒
生
産
率
の
ー
1つ
は
：人
ロ
增
加
の
潜
在
カ
を
.測
定
す
る
の
に
用
：い
ら
れ
る
よ
り
も
、
.
"
将
来
人 

ロ
の
推
計
"
に
/|
]
:い
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
真
価
を
発
揮
す
る
。
こ
こ
で
そ
の
こ
と
に
蝕
れ
て
お
.こ
ぅ
。

■
.

将
来
人
口
推
計
の
優
れ
た
方
法
と
し
て
：は
、
ま
ず
将
来
人
口
を
説
明
す

.̂
生
命
表
を
推
算
作
成
す
る
仕
事
が
第
：

|

で
あ
る
。
基
準
人
口
の
年
齢
分
布
は
セ
ン 

サ
ス
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
か
ら
，
こ
こ
に
推
算
し
た
将
来
生
命
表
か
ら
生
残
率
の
系
列
を
セ
ッ
小
す
れ
ば
、
現
在
人
口
が
将
来
に
む
か
っ
て
生
き
残
っ
て
い 

く
姿
は
確
た
■る
.正
確
さ
を
も
っ
て
推
計
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
.こ
れ
と
併
せ
て

' 
第
二
の
仕
事
と
し
て
毎
年
の
出
生
数
の
推
計
が
高
度
の
正
確
さ
を
保
つ 

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
方
法
の
適
用
可
能
な
推
計
期
間
に
つ
い
て
結
果
の
信
賴
度
は
非
常
に
高
い
。.：：こ
の
第

1_1
の
仕
事
で
あ
る
每
年
.の
出
生
数 

を
推
計
す
る
方
法
に
は
、
ま
ず
時
系
列
.に
よ
る
出
生
力
の
延
長
推
算
を
；お
こ
，な
い
、
そ
れ
と
，、
他
か
ら
推
計
さ
れ
る
妊
孕
年
齢
婦
人
の
年
齢
•分
布
と
に
よ
っ
て 

:;■
出
生
数
の
推
計
が
可
能
に
な
る
。

：
. 

.

;

.

■
ベ
.

'

.

-

.

拖
計
朋
問
の
期
末
人
ひ
に
つ
い
て
、
出
生
時
の
平
均
余
命
が
い
く
ら
に
な
る
か
、
ま
た
合
計
#-
殊
出
生
率
が
ど
れ
だ
け
に
な
る
か
を
予
測
す
る
の
に
、
経
済 

社
会
の
発
展
の
予
想
と
と
も
に
、
そ
め
0
標
に
む
か
つ
て
の
人
口
変
化
の
動
向
を
先
進
諸
国
の
経
験
に
.照
ら
し
て
、
わ
が
国
の
社
会
的
背
景
を
加
味
し
.て
決
め

る
の
で
あ
る
フ
こ
の
ニ
つ
の
基
本
要
因
が
決
ま
れ
ば
、
，期
末
年
次
に
逢
す
る
ま
で
の
：経
過
ば
、
時
点
を
ひ
と
し
く
す
る
出
生
力
を
積
み
累
ね
れ
ば
、
各
時
点
.の 

'

合
計
特
殊
出
坐
率
が
も
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
も
し
出
生
を
：女
児
に
か
ぎ
れ
ば
粗
再
生
産
率
が
も
と
め
：ち
れ
る
。
こ
の
'よ
う
な
過
程
を
择
て
近
い
将
来
の
人
口
推 

，

計
を
お
こ
な
う
の
が
今
日
の
最
も
す
ぐ
れ
た
方
法
で
あ
ろ
う
。

■.
:

:

ぐ
.

'
 

' 

:」

：

{
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'
n
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.

!
u

l
c

z
y

n
s
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:
T

h
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B
a

l
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n
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e
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f

 

B
i

r
t

h
s

 

a
n

d
.

 

D
e

a
t

h
s

,

 

.
w

e
s

t
e

r
n

,

 

a
n

d
.

 

N
o

r
t

h
e

n

 

.
E

u
r

o
p

e，
v

o
l

v
.

l
,

.
1

の 
2

C O
; 

F
e

r
t

i
j

i
t

y
.

a
n

d
.

R
e

p
r

a
u

c
t

i
o

n
,

 

M
e

t
h

o
d

s

 

o
f

M
e

a
s

u
r

i
n

g

^

Q

.

g

^

r

y

o

e

o

f
 

.
B

i
r

t
h

s

 

a
n
d
.
.

 

D
e

a
t

h
s

,

 

1
9
3
2
.
.
;
:

 

T
h

e
.

M
e

a
s

u
r

e
m

e
n

t
.

o
f

 p
o

p
u

l
a

u
o

n
.

 

G
r

o
w

t
h

,

 

.
L

o
n

d
o

n
,

 

.
1
S
5
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9) 

_

純
1

1

が
謹
節
で
述
べ
る
蹇
増
攀
と
比I

t

と
き
、.

解
釈
？

え
で
I

f

り
扱
う
と
き
の
年
齢
分
布
が
生
命
表
に
依
存
す
る
：た
め
く
静
止

A

ロ
を
仮
定
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
で

.

あ
る
。.

純
再
生
産
率
はW

L

1 >
U

„

で
し
.め
さ
れ

■'

る
か
ら
、
前
節
で
論
じ
た
純
粋
出
生
率
と
純
粋
死
亡
率
と
ひ
比
率
に
よ
っ
ズ
あ
ら
わ
さ
れ
る
ー
純
粋
出
生
率
と
純
粋
死
亡
率
は
と
も
亡
静
止
人
ロ

^

よ
っ
て
標 

:

"

準
化
し
た
か
ら
、
両
者
の
比
率
を
ど

0

た
純
苒
生
産
率
も
基
礎
に
静
止
人
口
が
仮
定
さ
れ
て
い
る

。
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。
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。
そ
れ
ど
こ
ろ
が
、
，純
再
坐
貞
帛
に 

.

よ
1

っ
弋
人
ロ
の
発
腠
潜
在
カ
を
細
ち
：ネ
と
す
，る
の
ぱ
、
：静

11
'

と

髮
1 >
:

た
人
ロ
：の
僧
在
カ
：を
測
る
の
：で

.

あ
'

る
.

か̂

、
ん
こ
れ
は
ー
明
ら
か

、
^

 

.と 

く

，
：
い
う
：
の

で

あ

る

。
：
；
以

本

5

‘

：い
て
ー
は

1 '

森
田

_

5

.

■:

純
两
坐
産
率
が
世
代
間
の
比
較
を
無
視
し
て
，

「

時
点
’

の
：横
断
面
：の
標
準
化
々
試

.

み
そ
：
か
る
の
：
で

あ

れ

ば

、
確

.

か
.

に
矛
盾
し
た
赢?1

1

 

':

ば
：な

ら

な
.

い
が
、
純
捋
生
産
率
は
ー
；ま
代
に
わ
た
：る
人
ロ
の
增
敗
に
つ

.

い
：て"

、
そ
0 .
.

潜
在
カ
を
測
を:0
で
あ
る
か
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述
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れ
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。
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よ
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化
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論
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欠
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。
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と
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れ
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に
安
定
增
_
率
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。
.：そ
の
結
果
と
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1
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；
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率
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i

っ
て
安
定
年
齢
分
布
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'^
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決
め
ら
れ
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。
し
た
が
0
.て
公
式
3
(̂
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(«
1
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ょ
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安
定
人
ロ
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質
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規
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さ
れ
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菡
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あ
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安
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安
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と
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第
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て
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値
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。
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齢
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。
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安
定
増
加
率
を
し
め
す
と
き
1
に
'ひ
：と
し
い
が
、

デ
の 

他
の
値
に
対
し
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し
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齢
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⑶
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さ
れ
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I . Computation of Mean .'Length of Generation and 

Intrinsic R ate of N atural Increase;1 9 4 9  〜 5 1 , (Non-W hites)

Age of Females

■ へ 、 1

Central Age 
r t+ 2 . 5 =  ?c

■ ⑴

Total B irth  to 
Surviv. of 1000 
Live Born

Female Birth~to 
. Surviv. of、1000 
Live Born =
⑵ X . 49464  

⑶

.

( 0  • (3)/1000 

(4)

15 〜 19 1 7 .5 7 4 6 .3 - 3 6 9 .1 . 6 .4 5 9 2 5 -
20  〜 24 2 2 .5 1 0 6 1 .3 . 525 .0* 11.81250*
25 〜 29 27. 5 749 .4* 3 7 0 .7 - . 10.19425*
30 〜 34 32. 5 4 7 2 .7 . . 2 3 3 . 8 - . 7 . 5 9 8 5 0 -
35 〜 39 3 7 .5 257. 5- 1 2 7 .4 - 4. 7 プ7 5 0 ，

40 〜 44 4 2 .5 82 ..1 ， 4 0 .6 - 1 .7 2 5 5 0 -
. 4 5 - 4 9 4 7 .5  '  ■ 7 .9 . 3 .9 . /  .18525*

'* 3 3 7 7 .2 . R 0 =  1 .6 7 0 5  • R ! = 4 2 .7 5 2 7 5 -

R j */. R 0 =  25. 5928、=  Approx. r ;

r  approx； =  V R 0- l ; . 

r  approx. 6705* — 1 *

log 1 .6 7 0 5 = .2 2 2 8 4 6 5  *

. .2 2 2 8 4 6 5  25. 5 9 2 8 = . 0 0 8 7 0 7 4 -;

A n ty log .0 0 8 7 0 7 4  =  1 .02025• ;

1 .0 2 0 2 5 - - l = . 0 2 0 2 5 * = r  

Approx. r  in %  =  20. 25

II. Computation of r  by Using Formula Shown on Worksheets,
： '

ャ ー R ,/R 0 —V ^ R jR o)2—^ F W ^ I ^ / R 。) 2 〕 X l „ R 0 . r/
； r ~  (R 2/R o )-(R ,/R o )2 "一 "「 一 — ~ ， L n~

fe = l.\ 6 7 0 5 - R x 7. R o = 2 5 ；5928* ; ( R , R 0)2 =  654. 9 9 1 4 , ;

J nR 0= .  513123 * ; ,

R t = 4 2 . 75275* .

R a=Sum  by accumul. e o l . {4) X c o l . ( 1 ) on the worksheet.

； R 2 =  1167.4006* R 2 7 .11。= 6 9 8 .83 3 0 ， .

す  _ 2 5 ,  5928- - V 6 5 4 .  9914- - 2 ( 6 9 8 .8 3 3 0 *  - 6 5 4 .9 9 1 4 . )  X .  513123.
: 6 9 8 .  8330 • - 654. 99 1 4 ，=  43. § 4 1 6 ， — ~r

= ( 2 5 .  5928* - \ /654. 9914^:= 44799237)  •/. 43. 8416* = .  8946* 7 .4 3 . 8 4 1 6 = .0 2 0 4 1 •

V 6 0 9 . 9991* = 2 4 .6 9 8 2 -

r  in %> —  2 0 .4 1 ，' :
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支
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な
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実
際
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計
算
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経
験
し
:て
み
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と
、
計
算
，誤
差
を
で
き
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だ
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さ
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ロ
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よ
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値
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簡
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。
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.
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あ
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紹
介
し
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ゾ
大
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意
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ク
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■ト

か

ら

ま

と

め

た

も

の

で
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e
w

 .
M
e
t
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the.. Intrinsic,Rate of Growth'in a. 

s
t-^
l
e Population 、
po8wzaj

§-?t
Vol.XI, N

o
.
1
,
July .1957.

(

16)

日
本
の
資
料
で
の
計
算
例
は
水
島
治
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生
命
表
の
研
究』

(

ー
九
六
彐
年)

ー
六
五
丨
六
ぺ
ー
ジ
を
み
よ
。

.

•



2) Take Method II  by Lotka’s Formula, where r = 2 0 . 4 1 * ;
- • . ' • .ハ . . . . . . . . . . . .

⑴

X

(2) 
r X x  

.0 2 0 4 1 - X®

(3) (4)
( c o l . (3) on the 
worksheet.)

⑶ X ⑷  

(Shouldさ 1 .0 0 0 )

1 7 .5 .3 5 7 2 - .70159* .3691* • ； ■ . ■■

22.5- .4 5 5 6 - .63407* •5250.
.' . .  ... ...

- 2 7 . 5 .5 5 6 9 - .57298* • 3707 .
Sum

32. 5 .6 5 8 1 - . . 5 1 7 8 3 * .2338* V

. 3 7 .5 .7 5 9 4 ; ,4 6 7 9 5 * .1 2 き

, : • 广 . '  . Accumul.

4 2 .5 ? 8606 ; .42291* •0406ン: - ； ン.' ， ■

4 7 .5 . . 9 6 1 9 *
. . •  ■ -  

.38217* ,0 0 3 9 -

■ . . . . . .パ . . . ゾ : へ . . ，
,9 9963 -

..へ ： ■ . へ . . . ■ _ - , 0 0 0 3 7 '

3) Take A. Coale's Method III  on the W  .r ksheet, Where r = 2 0 .  4 5 5 - ;
; • ' ' '' . .  '

⑴ 、

a ; . 丨
麗

. 0 2 0 4 5 5 *  X k

： ⑶ / .  

: e  プ *  -

こ.， ' . . .ノ

( c o l , ( 3 )  o n  t h e  

w o r k s h . ;

( 5 )

( S h o u l d ^ l .  0 0 0 )

1 7 . 5 . 3 5 8 0 - . 6 9 9 0 7 * . 3 6 9 1 -

路 5 / 4 6 0 2 - * . 6 3 1 1 6 -

■ ... . ■ . . . , . ；

： . 5 2 5 0 ^

... 入 ， ■ . . . . . ,

2 7 . 5 . 5 6 2 5 ; .

. . 1 . 二：. '. : . ,

. 5 6 9 7 8 .

.、 ベ ..' ' ■'

'  ぐ . 3 7 0 7 ’

S u m

. . . . : . . . . . . . •

v  3 2 , 5  , , ； 6 6 4 8 - . 5 1 4 3 8 * 夂  2 3 3 8 . b y

3 7 . 5 . 7 6 7 1 , . 4 6 4 3 6 -

- ； . \

， 1 2 7 4 .
A c c u m u l .

4 2 . 5  - ' . 腳 3 , . 4 1 9 2 4 ， . 0 4 0 6 .

4 7 . 5

....

• 9 7 1 6 . ：■ . 3 7 8 4 8 . . 0 0 3 9 ，

. . .

.9 9 8 5 2 ,  

/] ニ  —. 00 1 4 8、
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III. Computation of r  by Method of Prof. A. Coale; 

r=Vi+§  */• (29— djri) ; where r i = i„Ro 7* 29 

n  =  . 513123- 7 . 2 9 = .  017694 - ;

( 1 )

. . . . . . .  .

. ⑵ • 

r xx

( 3 )

e：r\x

⑷

( c o l . ( 3 ) on the 
worksheet.)

⑸

(3 [ X  ⑷ ，/ . 1 0 0

1 7 . 5 . 3 0 9 6 - . 7 3 3 7 4 . 3 6 9 . 1 .

. . . .  • 

. . ：, . .

2 2 . 5 . 3 9 8 1 . . 6 7 1 5 9 - 5 2 5 . 0 .

2 7 . 5 . 4 8 6 6 . . 6 1 4 7 1 * 3 7 0 . 7 . Sum

3 2 . 5 . 5 7 5 1 - . 5 6 2 6 5 - 2 3 3 . 8 * by

3 7 . 5 . 6 6 3 5 . . 5 1 5 0 5 . 1 2 7 . 4 * Accumul.

4 2 . 5 . 7 5 2 0 * . . 4 7 1 4 2 * 4 0 . 6 '

' ■ ■ 
. •

4 7 . 5 . 8 4 0 5 . . 4 3 1 4 9 - 3 . 9 . * ' -■ ；. _；■：'

.
. . . ： -

. . . . > ... . . .  ■'

R o = - *  1 . 6 7 0 5 * 1 . 0 6 9 2 6 9 *

( S = : 0 6 9 2 6 9 ;= 1 ,0 6 9 2 6 9 - 1 )

S'/, n - 6 9 ,  2 6 9 -V .17 .694* = 3 .9 1 5 ：;

, 2 9 - 3 . 9 1 5 *  = 2 5 .0 8 5 -  * ’

r = 1 7 .6 9 4 i + 6 9 .2 6 9 * * /. 25 .085* = 1 7 ,6 9 4 .  + 2 . 7 6 1 ，二 2 0 .455*

IV. Method for Checking r; 

1 ) Take Method I for Non whites, where r = 2 0 .  25* ;

(l)
x== Central 

Age of Fem.

' ⑵  

rX re  
.0 2 0 2 5 - X x

⑶ ， 

e - rz

(4)
( c o l .(3) on the 
worksheet.)

(5)
⑶ X ⑷  

(Should さ 1 .0 0 0 )

. •
1 7 .5

" ' 

.3 5 4 4 . .7 0 1 5 9 -
\ ■ 

.3 6 9 1 '
ハ ' : ' : : : : : : . '

2 2 .5 .4 5 5 6 , .6 3 4 0 7 , .5 2 5 0 ' X

2 7 .5 .5 5 6 9 ： ' '  .57298* • 3707 . Sum 1；:

3 2 .5 .6 5 8 1 - .5 1 7 8 3 - ,2338* V  ^

3 7 .5 .7 5 9 4 . .4 6 7 9 5 - .1 2 7 4 . Accumul,

4 2 .5 . . 8 6 0 6 .  • . 4 2 2 9 1 ' . 0 4 0 6 . ,

4 7 .5 .9619* .38217* .0039*

1.00359*

00359-


